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0.6%

3.0%

1.4%

1.9%

2.6%

16.1%

19.0%

32.6%

55.6%

82.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

無回答

わからない

特にない

少子化問題については関心がない

その他

切磋琢磨しあう同年代の子どもの減少など、子どもの健全な成長に与える…

学校の減少など、身近な日常生活に与える影響

過疎化の一層の進行など、社会の活力に与える影響

労働力人口の減少など、経済活力に与える影響

年金や医療費の負担など、身近な社会保障に与える影響

少子化に関する県民意識調査結果概要 
 

Ⅰ 調査の概要 

１ 目的 

 県内における子育ての現状や少子化対策に関する県民の意識やニーズ等を調査し、特性を把

握するとともに、新たな岐阜県少子化対策基本計画策定のための基礎資料とすることを目的と

して実施したものです。 
 

２ 調査対象及び回答者数等 

調 査 対 象 県内に居住する満 20 歳以上 50 歳未満の男女各 1,500 人 計 3,000 人 

抽出・調査方法 住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法・郵送調査 

調 査 期 間 平成 26年 3 月下旬～平成 26 年 4月下旬 

回 答 者 数 881 人（回収率 29.4％） 
 

Ⅱ 少子化などに関する意識 

１ 将来への危機感 

・現在の低い出生率が続くことについて、我が国の将来に危機感を感じているか聞いたところ、

「大変危機感を感じている」（27.4％）と「多少危機感を感じている」（43.5％）をあわせる

と、７割の人が将来への危機感を感じている。 
 

図１ 将来への危機感 

 

２ 少子化が与える影響 

・少子化が与える影響については、「年金や医療費の負担など、身近な社会保障に与える影響」

が 82.1％と最も多く、次いで多いのは「労働力人口の減少など、経済活力に与える影響」で

55.6％となっている。 
 

図２ 少子化が与える影響（いくつでも選択） 

 

 

N=881 

 

N=881 

 

27.4% 43.5% 10.9% 11.0%

2.4%

3.6% 1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．大変危機感を感じている ２．多少危機感を感じている ３．どちらともいえない ４．あまり危機感を感じていない

５．全く危機感を感じていない ６．わからない 無回答
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2.58

1.73 0.32

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

2.05

現在の子ども数 今後持つつもりの子ども数

（人）

３ 理想子ども数と予定子ども数 

・既婚者の理想子ども数は平均 2.58 人、予定子ども数（現在の子ども数 1.73 人＋今後持つつ

もりの子ども数 0.32 人）は平均 2.05 人で、その差は 0.53 人となっている。 

※配偶者（事実婚を含む）と同居している人を既婚者として集計 

 

図３ 平均理想こども数と予定子ども数（既婚者） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

４ 予定子ども数が理想子ども数より少ない理由 

・予定子ども数が理想子ども数より少ない理由は、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」

が 43.3％と最も多く、次いで「働きながら子育てできる職場環境がないから」22.9％、「自分

や配偶者が高年齢で、産むのが嫌だから」15.2％となっている。 

 

図４ 予定子ども数が理想子ども数より少ない理由（いくつでも選択） 

43.3%
22.9%

15.2%
11.7%

10.3%
9.2%

7.6%
6.5%
6.1%
6.1%
5.8%

3.8%
2.5%
2.2%
1.6%

15.0%
5.6%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから
働きながら子育てできる職場環境がないから
自分や配偶者が高年齢で、産むのが嫌だから

雇用が安定していないから
欲しいけれども赤ちゃんを授からないから

自分や配偶者が育児の負担に耐えられないから
健康上の理由から

家が狭いから
子どもがのびのび育つ社会環境でないから

妊娠・出産のときの身体的・精神的な苦痛が嫌だから
保育サービスが整っていないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから
配偶者が家事・育児に参加しないから

配偶者が望まないから
自分の昇進・昇格に差し支えるから

その他
特にない

わからない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想こども数 

予定こども数 

N=499 

N=446 
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５ 就業状態及び再就職の意思 

・結婚・出産・育児を機に仕事を辞めた経験のある人のうち、「既に働いている」人は 62.9％、

「すぐにでも働きたい」は 5.7％、「いずれ働きたい」は 24.6％となっている。 

 

図５ 就業状態及び再就職の意思 

62.9%

87.5%

62.5%

5.7%

5.9%

24.6%

12.5%

24.5%

2.0%

2.1%

2.3%

2.4%

2.5%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

１．既に働いている ２．すぐにでも働きたい ３．いずれ働きたい ４．働きたくない ５．わからない 無回答
 

 

 

６ 女性が子育てしながら働く上での問題点 

・女性が子育てしながら働く上で問題になっていることは、「仕事と育児の両立が体力・時間的

に難しい」が 53.0％と最も多く、次いで「子どもの病気など急用が入ったとき、職場で柔軟

な対応ができない」が 50.2％、「子育てに十分な時間をかけることができない」が 43.5％と

なっている。 

 

図６ 女性が子育てをしながら働く上での問題点（いくつでも選択） 

53.0%

50.2%

43.5%

42.2%

40.6%

38.1%

31.2%

26.6%

20.9%

14.1%

10.0%

7.9%

7.9%

7.3%

4.9%

4.4%

3.3%

2.6%

1.1%

2.3%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

仕事と育児の両立が体力・時間的に難しい

子どもの病気など急用が入ったとき、職場で柔軟な対応ができない

子育てに十分な時間をかけることができない

仕事と家事の両立が体力・時間的に難しい

在宅勤務、短時間労働など柔軟な雇用条件が整備されていない

子育てを重視しながら働くことに上司や同僚の理解・協力が得られない

休みがとりにくい、残業が多い

保育サービスにお金がかかる

子どもの病気の時や急な残業に対応してくれる保育サービスがない

預かってくれる保育園や認定こども園がない

預かってくれる放課後児童クラブ（学童保育）がない

保育所・認定こども園や放課後児童クラブ以外の預かってくれる施設がない

配偶者が家事・育児に参加しない

昇給や昇進に不利である

家族（配偶者以外）の理解・協力が得られない

通勤時間が長い

転勤がある

その他

特に問題はない

わからない

無回答

 

 

 

 

 

N=353、男性 N=8、女性 N=339 

N=881 
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19.3%

16.9%

38.7%

58.6%

39.3%

41.7%

50.5%

34.5%

32.4%

22.3%

8.1%

4.8%

9.0%

9.3%

2.5%

1.4%

9.8%

0.2%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本人の評価

妻からの評価

本人の評価

夫からの評価

１．十分である ２．ある程度は十分である ３．あまり充分ではない ４．不十分である 無回答

男性

女性

76.7%

40.0%

10.0%

3.3%

3.3%

3.3%

15.0%

6.7%

5.0%

5.0%

11.7%

71.3%

50.4%

32.6%

17.8%

13.2%

17.8%

18.6%

20.9%

27.9%

4.7%

4.7%

60.5%

32.6%

4.7%

4.7%

4.7%

2.3%

7.0%

7.0%

4.7%

11.6%

7.0%

77.8%

22.2%

11.1%

0.0%

11.1%

0.0%

11.1%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

仕事が忙しすぎるため

子の病気や行事などで気軽に休みが取れる職

場でないため

趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にす

るため

子どものことや家庭の事にあまり関心がないた

め

子どもの世話を面倒だと考えているため

子育ての大切さを理解していないため

子どもとどう接したらよいかわからないため

子育てに関する知識や情報が乏しいため

子育ては女性がするべきものと考えているた

め

その他

無回答

男性本人

男性妻から

女性本人

女性夫から

Ⅲ 子どもがいる人の子育てに関する意識 

１ 子育てへの関わり状況 

・子育てへの関わり状況については、妻から見た夫を見た場合、夫の関わりが『不十分』とい

う評価は 31.6％（あまり十分でない 22.3％、不十分である 9.3％）となっている。 

・夫から妻を見た場合、妻の関わりが『不十分』という評価は 6.2％（あまり十分でない 4.8％、

不十分である 1･4％）となっている。 
 

図７ 男女別 子育てへの関わり状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 子育てへの関わりが不十分な理由 

・男性の子育てへの関わりが不十分な理由は、男性自身及び妻からの意見ともに「仕事が忙

しすぎるため」が 76.7％、71.3％とそれぞれ最も高くなっており、次いで「子の病気や行

事などで気軽に休みが取れる職場でないため」が 40.0％、50.4％となっている。 

・男性自身と妻からの意見を比較すると、「趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にするた

め」、「子育ては女性がするべきものと考えているため」で、妻の意見の割合が 20 ポイント

以上高くなっている。 
 

図８ 子育てへの関わりが不十分な理由（いくつでも選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性：本人の評価 N=145、妻からの評価 N=408 

 女性：本人の評価 N=408、夫からの評価 N=145 

 

男性：本人の評価  N=60 

      妻からの評価 N=129 

 女性：本人の評価  N=43 

      夫からの評価 N= 9 
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15.3%

13.0%

12.8%

10.9%

10.1%

8.2%

7.7%

7.5%

6.9%

6.9%

6.8%

6.4%

3.4%

0.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

病児・病後児保育

放課後児童クラブ

一時・特定保育

休日保育

事業所内保育所

幼稚園

居宅訪問型保育、家庭的保育

誰でも自由に利用できる憩・遊び・相談の場（地域子育て支援センター等）

ファミリー・サポート・センター

子育て情報・支援ネットワーク

認可保育所

認定こども園

認可外保育施設

その他

３ 子どもを通じたご近所づきあい 

・子どもを通じたご近所づきあいは、「子育ての悩みを相談できる人がいる」は 41.6％、「子ど

もをしかったり、注意してくれたりする人がいる」は 30.2％、「子どもを預けられる人がいる」

は 27.6％となっている。 

 

図９ 子どもを通じたご近所づきあい（いくつでも選択） 

                                               

63.2%

57.5%

46.6%

41.6%

30.2%

29.4%

27.6%

9.4%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

保育所や幼稚園の送り迎え、近所での買い物などの際に、あいさつをする程度の人

がいる

子ども同士を遊ばせながら、立ち話をする程度の人がいる

子どもを連れて家を行き来できる人がいる

子育ての悩みを相談できる人がいる

子どもをしかったり、注意してくれたりする人がいる

子どもを連れて、一緒に遊びや旅行に出かける人がいる

子どもを預けられる人がいる

子どもを通して関わっている人はいない

無回答

 

 

 

４ 利用したかった（してみたい）制度 

・子育てにあたり利用したかった（利用してみたい）制度は、「病児・病後児保育」が 15.3％で

最も多く、次いで「放課後児童クラブ」が 13.0％、「一時・特定保育」が 12.8%となっている。 

 

図１０ 利用したかった（してみた）制度（いくつでも選択）  

 

 

 

 

 

 

N=562 

N=562 
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44.4%

39.1%

49.3%

44.8%

48.2%

42.6%

10.7%

12.7%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

１．いずれ結婚するつもり（ある程度の年齢までには結婚するつもり）

２．いずれ結婚するつもり（理想の相手が見つかるまでは結婚しなくても構わない）

３．一生結婚するつもりはない

13.9%

19.8%

19.0%

11.9%

15.5%

44.0%

13.5%

26.2%

3.2%

4.8%

10.3%

7.5%

5.6%

12.7%

23.6%

10.9%

11.8%

17.3%

42.7%

17.3%

40.0%

4.5%

3.6%

11.8%

5.5%

2.7%

15.4%

16.2%

25.7%

11.8%

13.2%

44.9%

10.3%

14.7%

2.2%

5.1%

9.6%

8.8%

7.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性を感じないから

今は、仕事（または学業）にうちこみたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由や気楽さを失いたくないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

異性とうまくつきあえないから

経済的な余裕がないから

結婚生活のための住宅のめどが立たないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

無回答

全体

男性

女性

Ⅳ 独身者の結婚に関する意識 

１ 結婚の意思 

・「いずれ結婚するつもり（ある程度の年齢までには結婚するつもり）」（44.4％）と「いずれ結

婚するつもり（理想の相手が見つかるまでは結婚しなくても構わない）」（44.8％）をあわせ

ると、独身者の 89.2％がいずれは結婚する意思を有している。 

 

図１１ 結婚の意思 

                                  N=252、男性 N=110、女性 N=136 

 

２ 独身でいる理由 

・独身でいる理由を聞いたところ、「適当な相手にまだめぐり会わないから」が 44.0％で最も多

く、次いで「経済的な余裕がないから」が 26.2％、「結婚する必要性を感じないから」が 19.8％

となっている。 

・男女別で差がある項目は、「経済的な余裕がないから」で男性が多く、「今は、仕事（または

学業）にうちこみたいから」で女性が多くなっている。 
 

図１２ 独身でいる理由（３つ以内選択） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=252、男性 N=110、 女性 N=136 
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Ⅴ 仕事と生活の両立に関する意識 

１ ワークライフバランス 

・仕事と生活のバランス（ワークライフバランス）はうまくとれているか聞いたところ、「あま

りそう思わない」（28.0％）と「まったくそう思わない」（8.7％）をあわせた『そう思わない』

は 36.7％となっている。 

・男女・子どもの有無別では、『そう思わない』が、子どものいる男性（42.0％）は子どものい

ない男性（25.0％）に比べて 17 ポイント高く、子どものいる女性（32.6％）は子どものいな

い女性（19.1％）に比べて 13.5 ポイント高くなっている。 

 

図１３ 男女・子どもの有無別 ワークライフバランスの状況 

19.1%

31.3%

17.2%

33.3%

20.8%

40.3%

37.5%

39.3%

47.6%

43.1%

28.0%

12.5%

31.0%

14.3%

25.7%

8.7%

12.5%

11.0%

4.8%

6.9%

3.9%

6.3%

1.4%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性子ども無し

男性子ども有り

女性子ども無し

女性子ども有り

１．そう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない 無回答
 

 

２ 働きやすくない原因 

・職場が子育てをする人にとって働きやすいと思わない人にその原因を聞いたところ、「日常的

に労働時間が長い」が 47.3％で最も多く、次いで「有給休暇が取りづらい雰囲気がある」が

44.5％、「育児に関する休暇・休業がとりづらい雰囲気がある」が 36.7％となっている。 

 

図１４ 働きやすくない原因（いくつでも選択） 

47.3%

44.5%

36.7%

35.6%

33.8%

28.8%

14.2%

13.2%

12.1%

11.0%

9.3%

9.3%

8.5%

8.2%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

日常的に労働時間が長い

有給休暇が取りづらい雰囲気がある

育児に関する休暇・休業がとりづらい雰囲気がある

子どもの病気などで急用が入ったとき、職場で柔軟な対応ができない

ひとりひとりの業務量が多い

子育てを重視しながら働くことに上司や同僚の理解・協力が得られない

通勤時間が長い

始業・就業時間が固定的である

営業時間の制約（顧客対応や長時間開店など）がある

転勤がある

育児支援制度の利用が昇進や昇給に不利である

復職にあたっての異動・配置の本人希望が通りにくい

職場で継続就業してキャリア形成している例がない

その他

無回答

 

 

 

 

 

 

N=881 

N=281 
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49.7%

46.1%

22.6%

28.6%

25.0%

42.8%

13.3%

1.8%

1.4%

3.5%

1.5%

50.2%

49.5%

25.1%

27.5%

35.9%

27.9%

14.6%

4.2%

1.4%

3.5%

1.4%

49.3%

44.8%

21.6%

28.9%

19.9%

50.5%

12.6%

0.7%

1.4%

3.5%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

安定した雇用機会を提供すること

賃金を上げて安定した家計を営めるよう支援すること

結婚や住宅に対する資金貸与や補助を行うこと

出会いの場を提供すること

結婚した方が有利となるような税制を行うこと

夫婦がともに働きつづけられるような職場環境の充実

若者の結婚を推奨するような啓発活動を行うこと

その他

特にない

わからない

無回答

全体

男性

女性

Ⅵ 期待する少子化対策 

１ 結婚を希望する人の結婚を支援する施策 

・結婚を希望する人の結婚を支援する施策として何が重要か聞いたところ、「安定した雇用機会

を提供すること」が 49.7％で最も多く、次いで「賃金を上げて安定した家計を営めるよう支

援すること」が 46.1％、「夫婦がともに働きつづけられるような職場環境の充実」が 42.8％

となっている。 

・男女別で見ると、女性では「夫婦がともに働きつづけられるような職場環境の充実」が 50.5％

（男性 27.9％）で最も多くなっている。 
 

図１５ 結婚を支援する施策（３つ以内選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 育児を支援する施策 

・育児を支援する施策として何が重要か聞いたところ、「児童手当や扶養控除など、子育てに対

する経済的支援を充実する」が 49.3％で最も多く、次いで「保育所の時間延長や保育ママな

ど、多様な保育サービスを充実する」が 32.0％、「教育費への支援を充実する」が 30.5％と

なっている。 

図１６ 育児を支援する施策（３つ以内選択） 

 

N=881、男性 N=287、女性 N=578 

N=881 

49.3%

32.0%

30.5%

27.4%

24.9%

22.6%

18.4%

14.4%

14.3%

9.6%

5.6%

2.0%

1.4%

3.4%

2.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

児童手当や扶養控除など、子育てに対する経済的支援を充実する

保育所の時間延長や保育ママなど、多様な保育サービスを充実する

教育費への支援を充実する

育児休業をとりやすい職場環境を整備する

子どもの医療費への支援を充実する

出産・育児による退職後の再就職支援を充実する

フレックスタイムの導入など、柔軟な働き方を推し進める

育児休業中の所得保障を充実する

時間外勤務を短縮する等、男性の育児参加を促進する

子どもを連れて安心して外出できる地域環境を整備する

育児について相談する場、親同士交流できる場を提供する

その他

特にない

わからない

無回答


